
1．日時  平成25年6月23日（日）13：30～15：40 

2．会場 
茨 城 県 立 医 療 大 学  講 義 棟  中 講 義 室 （ 112 教 室 ） 
茨 城 県 稲 敷 郡 阿 見 町 阿 見 4669-2 
TEL：029-888-4000（代表） 

3．プログラム 
（1）総会  13：30～14：00（受付13：00～） 
（2）研修会 14：10～15：40 

4.テーマ 「障害をもつ子どもたちの口の中と摂食機能」 

5.講師 高木 伸子先生（たかぎ歯科 院長） 

6.参加者 96名 

平成25年度 研修会に参加して 
筑波記念病院リハビリテーション部 

言語聴覚士  
「摂食嚥下障害」と聞くと，高齢者の摂食嚥下障害を思い浮かべることが多いですが，今回研修会に参加し，
小児の摂食嚥下障害について知ることができました．小児は口腔内が成長・発達をしている段階なので成人
と異なること，リハビリテーションの目的が摂食嚥下機能の獲得であることを学びました． 
実技として，口を開けたまま水を飲むことや，咀嚼時の筋肉の動きを感じることなど，私たちが食事の際に何
気なく行っている，食物を「取り込む」から「飲み込む」までの過程に，さまざま器官が多くの働きをしているこ
とを改めて感じました． 
そして，画像や資料をたくさん用いて教えていただけたので，摂食嚥下障害をもつ小児の問題点や，どのよう
なリハビリテーションを提供したらよいかを考えることができました． 
また，特別支援学校の先生より学校での食事の様子や，工夫点についての発表を聞き，言語聴覚士として
特別支援学校と連携していくために何ができるのか考えるきっかけとなりました． 
今回学んだことを踏まえ，今後の臨床に活かしていきたいと思います． 

平成25年度 

総会・研修会 
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